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ビオトープの概要
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【生き物のふしぎに気づく全校授業】

■児童・生徒
・ 校内ミニビオトープでは、校外の観察地に生息する生物を継続し

て飼育・観察し、生活科や理科、総合的な学習の時間はもとより
休み時間や放課後等日常的に学習に活用する。校外での自然観察
会の際に児童が持つテーマを、観察会の場で終わらせてしまうの
ではなく継続して追究し続けられるようにする。

・ ミニ水田では、イネとともに水田にすむ生物を飼育・観察す
る。米作りの体験だけでなく、水田が多くの生物の生命を育ん
でいることや私たちの生活が多くの生物とつながっていること
を実感する。

■地域住民
・ 保護者や地域の方と自然観察会を実施すると共に、ビオトープの

維持管理に参加していただき、環境保全に対する意識を高める。

■児童への効果
・ 観察地（休耕田）での自然観察会を継続して行うことにより、多

様な生物が生息する環境を体感することができ、地域の良さに気
づいたり、環境保全に対する意識が高まったりする。また、自然
に直接肌でふれることにより、豊かな心が育ち、生命尊重の意識
が高まる。

・ 専門家を講師とし児童の興味関心に応じて観察会を実施すること
ができ、生物に対する知識が深まるとともに動植物の種類や生
態、生物同士のつながりについてより一層の理解が深まる。

・ 校内にミニビオトープやミニ水田をつくることにより、身近な環
境にいる生物を日常的に観察することができ、理科や総合的な学
習の時間の体験的な活動を通した内容理解や、生物への興味関心
が高まる。

■教職員への効果
・ 生活科、理科、総合的な学習の時間等に、効果的に活用すること

ができる。
■保護者・地域住民への効果
・ 児童と共に観察会に参加することにより、地域の環境についての

認識を深めることができる。
・ 保護者や地域の方とビオトープの造成作業を行ったり、児童の学

習活動の様子を保護者や地域住民へ伝えたりすることにより、学
校への理解が深まるとともに、地域の自然環境を保全しようとす
る意識を啓発することができる。

■その他、期待される効果
・ 自然観察会の講師の方等、校外の多くの方と児童が接することに

より、コミュニケーション能力が育成される。またキャリア教育
にも発展する。

・ 絶滅が危ぶまれる希少生物を、保護することができる。

■保護者・地域住民
・ 今後、ビオトープ造成や自然観察会を共に行い、ＰＴＡ活動と連

携し、学校と保護者・地域住民が協力してビオトープの維持管理
を行うようにしたい。

■ＮＰＯ
・ 老川の自然を守る会や保全研究会等と連携し、自然観察会を継

続していくとともに、ビオトープの活用について指導・助言を
仰ぐ。

・ 児童の学習への活用について、学年ごとに教科別に計画を立て
たい。

・ 本校は小規模校であり、児童数・職員数共に少ない。維持管理に
ついて職員の校務分掌や児童の委員会活動に位置づけていきたい
と考えるが、学校だけでビオトープの維持管理をしていくのは困
難である。保護者や地域住民の方々と協力して維持管理していく
体制を作る必要がある。

・ これまで継続してきた、校外での自然観察会と連携し、観察地で
ある休耕田の生物を校内で継続して観察していけるよう、自然観
察会で採取した生物の一部を移し入れ、定着させたい。また、学
校のプールに産卵にくるモリアオガエル等、学校周辺に生息する
生物が、ビオトープに住みついてくれることを期待している。

・ 児童や保護者、地域住民、教職員にとって、地域の自然環境につ
いて認識を深め、環境保全への関心を高めるものにしていきたい
と思う。

・ 保護者や地域の方を始め、校外の関係団体の方々等、多くの方に
ご協力いただきミニ水田の改修、ビオトープの造成を行うことが
できたことに感謝している。今後も、多くの方と連携しながらビ
オトープを活用、維持管理し、児童の学習に役立てていきたい。

【収穫の秋・ミニ水田の稲かり】【休耕田での観察会のようす】

整備・活用・管理等の課題

今後の展望

整備担当者(教員、児童、保護者等)から

保護者、地域との連携

ビオトープの効果

ビオトープの活用方法

【コンセプト】
　本学区は、千葉県内においても昔ながらの自然環境が多く残
されており、希少生物が多数見られる。しかし、近年の道路整
備、耕作放棄の進行や耕地整理により、その環境は減少してき
ており、生態系も変化しつつある。このような中で、希少生物
が生息できる環境を少しでも残していこうと、保全研究会が保
全の取り組みを始めた。それに加え、2004年度から本校児童
が自然観察会を実施し、地域の自然環境やそこに生息する生物
について知るとともに、多様な生物が生息する環境の大切さを
学んできた。その結果、こうした取り組みへの理解は地域にも
広まりつつある。校内ミニビオトープやミニ水田を活用するこ
とにより、児童や地域住民の環境保全に対する意識を高め、児
童の豊かな心を育成したいと考える。

[生息している動物]
アカハライモリ、サワガニ、アマガエ
ル、クロスジギンヤンマ

[生育している植物］
ハギ、ススキ、ゼニゴケ、
タンポポ、ヨモギ、ウツギ

[今後生息・生育させたい生物]
クロゲンゴロウ、シマゲンゴロウ、ガム
シ、ホトケドジョウ、モリアオガエル、
マツモムシ、コオイムシ

●場所／学校敷地内
●面積／20㎡
●設置者／学校
●設置した年／2002年
●直近の改修年／2009年
●主な管理者／教職員 ＰＴＡ 高学年児童

【完成したビオトープ】【みんなの手作り・学校ビオトープ】

〒298-0265　　夷隅郡大多喜町小田代524-１
TEL 0470-85-0011　　FAX 0470-85-0546
■児童数／44人　■教職員数／11人　■周辺環境／水田　山林 （平成21年５月１日現在）
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